
　不二越上滝線沿線のまちづくり方針について

１　富山市のまちづくりの方針（都市マスタープラン：R8.3策定）
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公共交通が
便利な圏域 地域生活拠点（副次都市拠点）…稲荷町駅・南富山駅周辺 等

都心地区に近く、複数の公共交通が結節し、多様な市民の生
活を支え、本市の社会経済活動の一翼を担う都市拠点

地域生活拠点（生活拠点）

スーパーや病院、金融などの日常生活に必要な都市機能が充
実している拠点

地域生活拠点（地域拠点）…上滝駅周辺 等

自然環境や歴史・文化・レクリエーションが身近にあり、特
色ある生活や都市活動ができる拠点

都心地区

富山市総合計画に示されている広域的な拠点で、質の高い都
市生活や豊かな都市活動・活発な経済活動が生まれる中心市
街地

都心コア

路面電車環状線の周辺で、社会経済活動の発展を牽引する
本市の「顔」となる重要なエリア

　令和８年３月に策定した都市マスタープランにおいては、コンパクトなまちづく
りを継承し、新たな都市課題に対応するため、地域資源を活かし魅力を最大化する
拠点形成や、既成市街地の利活用により『公共交通を軸とした都市の再構築による
拠点集中型のコンパクトなまちづくり』を市民とともに目指す。

　（１）まちづくりの理念

＜都市の再構築により目指すお団子と串の都市構造＞
使いやすい「串」　　　　　 ：利便性や質の高い公共交通　
色付けされた「お団子」　：串で結ばれた特色ある徒歩圏

都市の再構築について
　既成市街地にある土地や建物、公共交
通や道路・公園などのインフラ、既存の
都市機能や地域資源、自然環境などの都
市のアセット（資産）を最大限に活かし、
都市に新たな価値を付加する取組。

２　不二越上滝線沿線のまちづくり
　不二越上滝線沿線は日常生活に便利な市街地から自然豊かな郊外部に至るまで、多
様な魅力や住まい方を提供できる沿線環境がある。

　地域の強みとなる資源を最大限に生かし、沿線住民だけでなく、まちなか等に居住
する市民や移住者にとっても『富山らしい暮らしを実感できる沿線』を目指す。

○市街化区域を中心に、ＳＣやスーパーなどの日常生活を支える商業施設や個性的な
　飲食店、郵便局や病院などのサービス施設、中学や高校などの教育機関が立地
○温浴施設や稲荷公園などの公園、LIVING ART IN TOYAMAなどのアートイベント、常
　願寺川での水辺レクリエーションなどのアメニティ機能が充実
▶ 市街地部では富山港線並みの生活環境が整っていると同時に、郊外部の田園や水辺

　空間などの自然環境があり、他の路線にはない多様な地域資源が存在

▲ＳＣ

▲郵便局 ▲スーパー▲温浴施設▲稲荷公園 ▲常願寺川での水遊び

（１）沿線の都市機能の立地状況

▲ＳＣ

○鉄道は、輸送性、速達性、定時性等に優れていることに加え、富山港線の事例では、　

　利便性を高めることで、高齢者の外出機会が増加するなど、多くの効果が発現

〇駅があることで、その周りに居住や商業施設等の民間投資が促されるなど、地域の

　拠点性を高めるため、駅は極めて重要な施設

〇また、居住誘導の掘り起こしや公共交通を利用する生活行動への変容、さらには、沿
　線での余暇活動や観光需要の創出などを図る「お団子（地域生活拠点）」を形成する
　ため、「串」となる鉄道の機能や利便性の向上を図る必要がある

鉄道の必要性及び活性化の意義：沿線まちづくりの実現に必要不可欠

　（２）地域生活拠点（お団子）の設定

　（３）公共交通軸（串）の設定

　不二越上滝線を都心地区と各地域を結び、その沿線に
居住や都市の諸機能の集積を推進する「公共交通軸」に
位置付け。

　不二越上滝線沿線の稲荷町駅、南富山駅、上滝駅の周辺を、それぞれ富山東部、
富山南部、大山の三つのエリアにおける「地域生活拠点」に位置付け。

地域生活拠点の区分と拠点像

公共交通軸

不二越上滝線沿線は、「お団子と串の都市構造」

の実現を目指す本市にとって重要な沿線

資料１



①人口が多く高齢化率の高さから、将来、移動が困難となる恐れがある市民が多く居住
②高齢化率が低く、比較的若い世代が多く居住しており、開発余地となる残存農地が存在
③開発を抑制する市街化調整区域であり、沿線外に住む市民の移動手段の確保が必要
④人口規模が小さく、地域生活拠点としての持続性を高めるための特色づくりが必要

　（２）沿線の土地利用等の状況

エリア（区間） 市街地特性 土地利用規制 圏域人口/割合 高齢化率 残存農地

稲荷町～南富山 既成市街地 市街化区域 9,708人/37.6% 33.9% 9.9ha

南富山～小杉 新興住宅地 市街化区域 11,964人/46.4% 25.4% 21.6ha

布市～月岡 田園地域 調整区域 2,200人/ 8.5% 39.4% 196.0ha

大庄～大川寺 田園＋旧市街地 白地＋用途 1,930人/7.5% 40.0% 104.5ha

都市計画法による土地利用区分及び圏域人口・高齢化率等の状況
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①稲荷町駅～南富山駅

②南富山駅～小杉駅

③布市駅～月岡駅

④大庄駅～大川寺駅

既成市街地

(市街化区域)

新興住宅地
(市街化区域)

田園地域
(市街化調整区域)

田園＋旧市街地
(白地・用途地域)

居住誘導区域

①
②

③

④
※圏域人口は｢駅から500ｍ圏域の人口｣を指し、割合は｢圏域人口のうち、当該区間中の圏域人口｣を指す
※稲荷町～南富山は｢稲荷町～大泉｣で算出
※高齢化率は｢当該区間中の圏域人口に占める高齢者の割合｣を指す

　沿線は市街地から郊外部に至るまでの多様な土地利用となっていることから、大きく
４つのエリアに区分し、地域毎の特性を踏まえ、まちづくり方針を検討。 ①稲荷町駅～南富山駅（既成市街地）エリア

まちの姿「利便性が高い生活を実感できるまち」

【重点テーマ】

　〇高齢者の外出機会を促す
　　鉄道の利用環境整備
　 （施設のバリアフリー化 等）

　〇空き地・空き家を活用した
　　都市の再構築・居住誘導

＜まちづくりの方向性＞
　☑ 都市機能の集積性を生かした駅とまちの利用サービスの強化
　☑ 官民が連携した駅周辺整備の促進による都市空間の魅力向上

【現状と課題】
・ショッピングセンターや病院、公園等、恵まれた都市機能が立地する
  環境を生かし、駅との連携強化や利用環境の向上が求められる
・古くから形成されてきた市街地で、今後、高齢化が進行するとともに、
  空き地・空き家が増加する恐れがある

②南富山駅～小杉駅（新興住宅地）エリア

まちの姿「子育て世代が選び、住み続けたいまち」

＜まちづくりの方向性＞
　☑ 南富山駅周辺まちづくりによる交通結節機能と拠点性の強化
　☑ 駅やまちなかへのアクセス性の向上による沿線居住の推進

【現状と課題】
・南富山駅周辺は、高校等が立地する文教地区で、鉄道や路面電車等が
  連絡する交通環境であるが、その拠点性が生かされていない
・開発可能な農地を生かした居住誘導を推進するため、民間の宅地開発
  を促す鉄道の利便性向上が求められる

③布市駅～月岡駅（郊外）エリア

まちの姿「豊かな自然に囲まれた景色の中で、いつまでも暮らせるまち」

＜まちづくりの方向性＞
　☑ 自然にふれあう暮らしを支える機能維持と農地の保全
　☑ 関係者との協働による駅と周辺集落を結ぶ移動手段の確保

【現状と課題】
・市街化調整区域として優良な農地や自然環境、景観資源などを保全
　していくべき地域である
・高齢化率が高いため、日常生活の足となる移動手段の確保と地域コ
  ミュニティの持続化を図る必要がある

【重点テーマ】

　〇駅へアクセスするモビリティ
　　の充実（パーク&ライド駐車場
     の整備、広域的な２次交通連携等）

　〇優良な農地や自然環境の保全

④大庄駅～大川寺駅（大山）エリア

まちの姿「地域が誇る歴史・文化・自然の魅力に惹かれ、訪れたくなるまち」

＜まちづくりの方向性＞
　☑ 地域が誇る歴史や自然的資源を生かした環境整備
　☑ 関係人口を生み出す仕組みや魅力づくりによる拠点形成

【現状と課題】
・歴史的施設や町並み、水辺空間などの豊かな自然といった魅力的な
  地域資源があるものの、新たな利用を生み出すための十分な整備や
  活用がされていない
・人口減少と高齢化が顕著で、まちの拠点性が失われつつある

【重点テーマ】

　〇地域資源（景観、水辺）を
　　生かしたレクリエーション
　　機能の向上

　〇地域資源を生かすソフト事業

　　の展開による目的地化

【重点テーマ】

　〇南富山駅の交通結節機能と
　　拠点性の強化

　〇新駅の設置

　〇子育て世代等の居住誘導
　 （沿線居住、開発促進 等）

　不二越上滝線沿線のまちづくり方針について

（３）沿線（エリア別）まちづくり方針（案）


